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ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
４
月
12
日
に
稲
苗

出
発
式
を
開
催
し
、
出
荷
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の
予
約
注
文

数
は
約
9.3
万
枚
。「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
発
注
枚
数
が
最

多
で
、約
5.8
万
枚
、「
あ
き
さ
か
り
」
は
約
3.5
万
枚
で
す
。

　
出
発
式
を
行
っ
た
岩
井
公
章
常
務
が
、
管
内
の
早
場

米
の
産
地
・
川
内
支
所
管
内
の
清
水
正
宏
さ
ん
に
稲
苗

を
渡
し
、「
今
年
は
気
温
が
高
く
、
徒
長
気
味
で
管
理

に
苦
労
し
た
が
、
健
康
な
苗
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
引

き
続
き
管
理
に
徹
底
し
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
稲
苗
出
荷
の
ピ
ー
ク
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
月
末
に
新
設
さ
れ
た
育
苗
ハ
ウ
ス
が
、
今

年
度
か
ら
水
稲
育
苗
作
業
用
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
、

施
設
で
は
、
高
齢
者
雇
用
に
加
え
、
就
労
継
続
支
援
Ａ

型
事
業
所
２
社
と
提
携
し
、
農
福
連
携
の
促
進
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
岩
井
公
章
常
務
は
、「
今
年
は
米
の
需
給
環
境
の
好

転
が
見
込
め
る
、
稲
苗
安
定
供
給
の
態
勢
が
万
全
に

整
っ
た
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
今
後
も
安
心
し

て
生
産
に
励
ん
で
ほ
し
い
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。

【
写
真
は
、
岩
井
常
務
（
左
）
よ
り
稲
苗
を
受
け
取
る

清
水
さ
ん
（
右
）】

稲
苗
出
発
式 

安
定
受
給
の
態
勢
万
全

栽
培
し
て
お
り
、
約
６
０
０
枚
に
及
ぶ
稲
苗
は

す
べ
て
自
家
製
で
す
。
例
年
は
４
月
７
日
頃
よ

り
作
業
を
開
始
し
て
い
ま
し
た
が
、
数
年
前
、

田
植
え
直
後
に
カ
モ
類
の
捕
食
被
害
に
遭
い
ま

し
た
。
器
具
等
に
よ
る
適
切
な
対
策
が
な
か
っ

た
た
め
、
田
植
え
作
業
の
時
期
を
約
１
週
間
以

上
遅
ら
せ
て
、
カ
モ
類
の
飛
散
後
に
作
業
を

　
川
内
支
所
管
内

の
廣
瀬
佳
輝
さ
ん

(

59)

は
、
今
年
、

４
月
14
日
か
ら
田

植
え
を
開
始
し
ま

し
た
。
約
５
㌶
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
害
を
防
い
で
い
ま
す
。

　
廣
瀬
さ
ん
は
、
川
内
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
部
会
の

部
会
長
を
務
め
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
を
約
1.8
㌶
栽

培
し
て
お
り
、
８
月
初
旬
は
定
植
作
業
が
始
ま

り
ま
す
。
稲
苗
の
半
数
は
「
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
」、

残
り
を「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」に
振
り
分
け
る
こ
と
で
、

稲
刈
り
作
業
の
時
期
を
分
散
さ
せ
て
い
ま
す

が
、
田
植
え
作
業
の
開
始
時
期
が
遅
く
な
る
こ
と

で
、
稲
刈
り
と
定
植
作
業
の
重
複
で
、
一
時
的

な
負
担
が
非
常
に
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
廣
瀬
さ
ん
は
、「
自
然
の
恩
恵
は
、
災
害
や
鳥

獣
被
害
と
表
裏
一
体
。
折
り
合
い
を
つ
け
な
が

ら
今
後
も
生
産
に
励
み
た
い
。」と
話
し
ま
し
た
。

　
３
月
末
よ
り
春
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　
春
の
推
奨
品
種
は
「
お
は
よ
う
」、「
Ｓ
Ｋ
９-

０
９
９
」、

「
グ
ラ
ン
ド
ー
ム
」、「
サ
ミ
ッ
ト
」、「
か
い
せ
い
」
で
す
。

　
応
神
事
務
所
管
内
の
寺
沢
豊
さ
ん
（
75
）
は
１
月
10
日

に
定
植
し
た
も
の
を
、
３
月
26
日
か
ら
収
穫
し
て
い
ま
す
。

　
3.3
㌶
の
内
、
春
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
作
付
け
は
約
80
㌃
。

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
統
一
部
会
で
は
、
年
明
け
に
定
植
し
、

ハ
ウ
ス
や
被
覆
資
材
を
使
用
し
て
栽
培
さ
れ
た
も
の
を「
春

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
」
と
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の

春
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
出
荷
量
は
、
全
体
の
約
19
㌫
を
占
め

ま
し
た
。

　
今
年
は
、
３
月
中
旬
か
ら
急
激
に
気
温
が
上
昇
し
、
成

長
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
例
年
よ
り
や
や
早
め
の
時
期

か
ら
出
荷
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
主
に
出
荷
さ
れ
て
い

る
の
は
、
ト
ン
ネ
ル
栽
培
の
も
の
が
多
く
、
今
後
、
ハ
ウ

ス
栽
培
や
不
織
布
等
の
被
覆
栽
培
の
も
の
も
増
加
し
ま
す
。

ピ
ー
ク
は
、
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
を
予
測
し
て
お
り
、

収
穫
は
６
月
中
旬
ま
で
続
く
予
定
で
す
。

　
寺
沢
さ
ん
は
「
春
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
温
度
管
理
に
最
も

注
意
が
必
要
。
高
品
質
な
も
の
を
出
荷
で
き
る
よ
う
に
努

め
た
い
。」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

春
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
出
荷
ス
タ
ー
ト



　佐那河内支所ハウス柚部会のハウス青柚の生産者は、４月 11 日、圃場巡回を行いました。
　ハウス青柚は、毎年４月初旬から８月中旬に出荷されており、今年は４月３日に初出荷
がありました。
　巡回では、加温開始日と調整温度、ビニールの被覆日等を調査し、各生産者の出荷時期
や出荷予想量の見極めを行いました。
　今年度産は、夏期剪定後の気温が高かったことから、出荷が例年よりやや少ない傾向です。
　青柚は、冬季に出回る黄色い柚子の若い実であり、熟したものに比べ、キレのある爽や
かな酸味と香りが特徴です。特に、冬の温度管理の注意と、ハウス施設の管理を徹底し、
厳重に栽培が行われています。果実は、直径4.3㌢～5.4㌢で出荷しており、果汁だけでなく、
皮をすりおろし、薬味としても使用されます。
　今年、ハウス青柚は、４万ケース（１㌜あたり 250 ㌘・5玉）の出荷を見込んでおり、
大半が関西方面に出荷される予定です。　【写真は、果実の測定をする柏木和生部会長】

【◀写真上は林部長、左下は松田組合長、右下は瀬山部長】

　ＪＡ徳島市女性部は 4月 21 日、本所で第５4回通常総会を開き、女性部員やＪＡ
役職員ら 77 人が参加しました。感染リスク低減のため人数制限を行い、開催し
ました。
　総会では、林容子女性部長が「今年度も、ＪＡ女性組織メンバーの一人一人が相互
に助け合い、支え合う『協同の力』を発揮し、地域で何ができるかを考え、協力し合
い、地域活性化を目指す。」と力強く挨拶しました。
　川内支所の瀬山佳枝部長が議長を務め、昨年度の収支決算や、今年度の収支予算（案）
など全議案を可決しました。
　松田組合長は、「今後も地域・組織に明るい光を照らし、活性化させてくれる女性
部活動にＪＡとして全面的に協力していきたい。」と話しました。

　4月 21 日、枝豆統一部会は北部営農経済センターにて出荷協議会を行い、生産者、市場関
係者、JA担当者 30 名が参加しました。
　販売情勢について、市場からは、共撰出荷品を主として、品質が安定していることから、
関西市場からの需要が高いとの評価を受けました。
　JA指導員からは、栽培管理の注意点として、特に花芽形成時期の水分管理について周知が
あり、この時期に高温・乾燥を防ぐことが、莢つきの良否を決定することから、朝・または
夕方に畦間に軽く水を流すこと等の喚起がありました。
　販売方針等においては、出荷時の検査・生産者への指導強化、品質均一化及び強化を目的
とした目慣らし会の開催、消費者のニーズに応えるため、海の日等の休日出荷対応の実施、「あ
わっちゃまめ」のブランド力強化などの取り組みが挙げられ協議されました。
　北部営農経済センター 営農課 藤川真澄課長は、「コロナが落ち着いたことから、消費需要

が高まる見込みであり、消費宣伝活動を活発に行い有利販売に努めたい。」と話しています。初出荷は 5月５日頃を予定しています。今年度、同部会では、栽培
面積 102.4 ㌶で出荷数量 512 ㌧、（前年比 123 ㌫）、販売金額 3億 5千 8百万円（前年比 125 ㌫）1㌔あたりの単価 700 円を目指します。
【▲写真は、出荷協議会で挨拶する前川久部会長】

　川内支所管内では、４月から甘藷の植え付け作業が盛んに行われており、川内甘藷
部会の笹田孝さん（75）も４月１日から、３㌶の圃場で甘藷の芋ツルの植え付け作業
を始めました。
　芋ツルは、ポット苗を２月末に定植して育苗ハウスで成長させたもの。ツル切りは
本葉が等間隔で５、６枚の状態で切断することで、芋のなり数を一定にします。定植は、
一本一本のツルの形状を確認しながら、向きや深さを微調整し、全て手植えで作業し
ます。甘藷は、定植後、湿度のある環境が最適なため、マルチにメーデルシートを貼
り付け、その上から砂を被せます。約 10 万本の定植作業が、６月 10 日頃まで行われ
る予定です。
　笹田さんは、「常に葉の色や状態の観察を欠かさず管理していく。肌が滑らかで美し
く色鮮やかで艶の良いものを目指し、手間暇は惜しまない。毎年、出荷するときは愛
娘を嫁に送り出す気持ちだ。」と愛情を込めます。
　同部会では、約１２０戸が１３５㌶での栽培を計画しており、出荷は７月上旬から
始まります。






